
 

               

 

 

和歌山城初「リアル謎解きゲーム」開催期間の延長について 
 

 天守閣再建６０周年記念事業の一つとして、「和歌山城リアル謎解きゲーム」を実施

しておりますが、ご好評につき、平成３０年１２月２８日（金）で終了予定のところ、

開催期間を平成３１年３月１５日（金）まで延長します。 

 謎解きキットとスマホを駆使し、謎を探りながら、あなたの力で問題を解決してくだ

さい！ 

 皆様の挑戦をお待ちしています。 

 

開催期間：平成３０年１０月２０日（土）から平成３１年３月１５日（金）まで 

※ 平成３０年１２月２９日（土）～３１日（月）は天守閣休館日のため除きます。） 

 
 

 

 

 

 

 

 

参加方法：①ＶＲ体験アプリ「ストリートミュージアム」をスマートフォンにダウンロードし、イ

ンストールする。（ダウンロードは無料） 

     ②わかやま歴史館２階歴史展示室で「天守閣・歴史展示室共通入場券（大人 410円、小

中学生 200円）」を購入する際に「リアル謎解きゲーム」キットを受け取る。 

（謎解きの中で天守閣に入場します。） 

     ③「リアル謎解きゲーム」キットを頼りに、ＶＲ体験アプリ「ストリートミュージアム」

を利用して謎を解く。 

     ④すべての謎が解けたら、わかやま歴史館２階歴史展示室で最後の答えあわせをする 

 

 

 

 ＜アプリのダウンロード＞                                                         

【App Store】   【Google Play】 

 

担 当 課 和歌山城整備企画課 

担 当 者 村上・太田 

電    話 （073）435－1044 

内  線 3834 

資 料 提 供 

平成３０年１２月１４日 

・対応 OS：ios9.0 以上／Android5.0 以上 

・GPS 

・磁気センサー 

・加速度センサーまたは重力センサー 

・アプリの動作にはインターネット環境が必要 

和歌山城を訪れたあなたは、あるアプリをダウンロードした。 

アプリを起動した途端、男の声で通信が――！ 

のちの築城の名手・藤堂高虎が初めて手掛けた和歌山城。 

別名 虎伏城と呼ばれるようになる、築城の功績の裏に隠された苦労と起死回生の 

秘策とは？ 

1585年の和歌山であなたはまだ名も無き城を築城するため、奔走することになる！ 


